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「ためまっぷ芦屋」は、まちの掲示

板として「遊ぶところ、学ぶとこ

ろ、活動できるところ」を発信し、

SNSでは探しきれない地域の身近

な情報を届けています。世代や属

性を超えて交流できる場や居場所

づくり、学びの機会を生み出すた

めの活動のサポートなど、地域コ

ミュニティのプラットフォームと

してぜひご活用ください。

・�「ためまっぷ芦屋」は、芦屋市、芦屋市社会福祉協議会、コープこうべ
第２地区本部、ためま株式会社、特定非営利活動法人あしやNPOセ
ンターが協働で取り組んでいる事業です。
・�「特定非営利活動法人あしやNPOセンター」は、市民活動の運営や
設立、ボランティアに関することの相談や、活動を向上させるため
のセミナー、市民間で楽しめるイベント、人・団体をつなぐための中
間支援団体です。

問い合わせ　特定非営利活動法人あしやNPOセンター ☎38-6841

「ためまっぷ芦屋」でできること
・チラシの掲載
・「地域資源マップ」に団体情報を掲載し、活動のPRに！
・会員同士の情報共有ツールとしてミニホームページが
　作成可能
・イベント情報等がGoogle�Mapにリンクされる便利な機
　能つき

「ひとりの思い」から「みんなの思い」へ
「市民活動」は個々人の思いが始まりです。例えば、「美しい環境を求める気持ち」や
「こどもに優しい居場所づくり」が個人の行動を通じて地域や社会の変化に繋がり
ます。一人ひとりの力がつながることで社会を変える力となります。
今回は「リードあしや新聞」で学生記者をしている県立芦屋高等学校ボランティア部
が市内で活動している市民活動団体を取材しました。

CG・J（クリーングループ
ジュニア）

－ボランティア活動をするうえで大切にし
ていることは何ですか？－
ボランティア活動をしていて地域の方々に

若い世代が地域の問題に目を向けていると

喜んでいただけることがやりがいです。交

流する上で、世代の違う方との接し方や関

係を築くのが難しいと感じることもありま

すが、これからも多くの人とのつながりを

大切にしていきたいです。また、人と関わる

上で意識していることは相手の目を見て話

す、自分たちのアピールをしながら相手の

話を聴いて質問をする、共通点を見つけるな

ど基本的なことを大切にしています。

－これからの活動は？－
身近な問題から解決していきたい、自分た

ちのまち・芦屋の景観を守るためにできる

ことがあるはずなので取り組めるところか

ら始めていきます。

今後もさまざまなイベントや活動紹介に参

加した経験を活かしていきたいです。

皆さんはCG�・J（クリーングループジュニア）をご存知ですか？精道中学３年生を中心に構成された
環境保全グループです。清掃活動や海洋プラスチックを拾う活動などを、小学５年生から続けている
リーダーの安部さんと副リーダーの松本さんにお話を伺いました。

取材した県立芦屋高等学校ボランティア部
（左２人）とリーダー安部さん(右から２人目)
と副リーダー松本さん（右）

芦屋川で清掃活動

現在、CG・Jはメンバー 23人で活動しています

海洋プラスチックごみから作ったレジンキーホルダー

マスコットキャラクター
「アスカエル」

明日（あす）を変える
earth（アース）を変える
という意味を込めています


